








巣状分節性糸球体硬化症(FSGS)、微小変化型ネフローゼ症候群(MCNS)と良性血尿(BH)患児

の糸球体面積、メサンギウム基質、細胞数を測定した。FSGS の糸球体面積、メサンギウム

基質は MCNS、BH に比し有意に増加しており糸球体硬化及び、FSGS の進行にに関与してい

ると考えられる。 


